ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会
第１回　建築WG2委員会　議事録
■日時　平成20年5月21日（水）16:00-19:00

■場所　日本コンクリート工学協会12階　第3会議室

■出席者（敬称略）

井上（範）主査，井上（重）幹事，岩渕，楠，河本，鈴木，向井，小室（欠席）

· 提出資料

WG2-1　ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会WGにおける活動計画（案）（向井）

WG2-2　WG検討項目と委員（案）（向井）

WG2-3　建築WG2：安全性の低いピロティ形式建物に対する耐震対策WG2メンバー一覧

WG2-4　ピロティ式構造物およびラーメン高架橋の耐震性能と耐震対策研究委員会

　　　WG構成メンバー一覧

WG2-5-1　集合住宅向けソフトランディング補強の実用化に関する研究（楠）

WG2-5-2　ソフトランディング耐震補強における柱の破壊順序をパラメータ

とした振動実験（楠）

WG2-5-3　Experimental Study to Develop the Soft-Landing Base-Isolation System(楠)
■議事内容

○研究委員会としての報告書のまとめ方について

・研究委員会としてのまとめ方はシンポジウム報告、論文集の募集などが考えられるが、論文集についてはできるのであれば募集すればと考えている。

・平成21年３月までに委員会としての実質的な審議を行って成果を纏める。平成21年秋ごろにシンポジウムを企画するなどについても検討する。

・事務局からのお願いとして、シンポジウムの企画については会場の都合もあるので、できるだけ早いうちに検討していただきたい。

○WG2の検討内容について
・WG2の位置づけは現在用いられている既存の補強技術の取り纏め、および近年開発された補強方法を収集しそれぞれの特徴を取り纏めることにある。

・既存ピロティ階の補強方法としては柱の鋼板巻き立て、RC耐震壁の新設、鉄骨ブレース補強などが考えられるが、ピロティ階の耐力を上げたことによる影響で上階が損傷するということも考えられ，その対応のために上層も補強する必要性が出てくることもある。

・建築基準法改正でピロティ層の層崩壊を許容する設計方法が示されたが、設計が厳しくなっているのが現状である。ピロティとしての機能を維持した補強方法を示すことが必要である。

・従来の補強方法を示すのではなく、既存ピロティの耐力をあまり上げず、上階への影響を少なくできる補強方法の考え方を提案する。WG2では応答変形がピロティ層に集中することを生かした補強方法を提案できるように考える。

・ピロティ層を柔らかくして補強することの効果などをデータで示し、近年の補強技術を取り入れた方法を示す。ピロティ層を柔らかくすることから問題となる残留変位についても何らかの検討がいる。

・本WGでは既存建物の評価方法については現行の診断基準のSD指標などの検討は行わない方向で纏めることを考えている。評価方法はまずは動的解析で検討し応答変形を算定し当該補強方法の有用性を確認できれば良い。ただし設計クライテリアをどこにおくかや入力地震動の規模については検討する必要がある。

・補強方法に関するコストについてもWG2では考えておく必要がある。

　○資料WG2-5-1～2-5-3について
・楠委員からピロティ層のソフトランディング補強に関する説明があった。

・地震被害を積極的にピロティ層に集中させ、他の階の被害をなくそうとするものである。地震によって既存柱が崩壊すると同時に、ピロティ層の新設柱の柱頭部に設置された免震装置にソフトランディングさせようとするものである。損傷集中後は免震機構となる。

・上部構造が免震装置に乗り移る時に柱の損傷程度にばらつきがあると、柱の崩壊が同時に起こらないため上部構造にねじれ回転が発生する。振動台実験では外柱を強くするとねじれが大きくなる。

・ピロティ形式建物で外側のフレームに耐震壁を入れることがあるが、塑性域まで考えるとねじれの問題は大きいことになる。耐震壁を中央に配置すればねじれは少なくなる。

・免震装置の径が小さいので、想定している変形は通常の免震建物ほど大きくないだろう。本工法でどの程度の最大応答変位量を許容しているか示すことが必要であるだろう。

・免震装置については、鉛入りの積層ゴムで考えている。装置の詳細は後ほど確認したい。
■　その他
· 次回は，7月30日17時～

· ピロティ関連論文、ピロティ補強関連文献など、ピロティを生かした補強を行っていく方法の考え方・例、実現させるのに必要な部材性能向上の実験例、また必要なコスト検討などに関して、各委員の方からの資料を持参することとする。
文責：井上（重）

